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今後の改善策
学校運営
協議会
による意見

後期評価 成果と課題
学校運営
協議会

による意見

【努力指標】 【教師アンケート】

自分の担当分掌につ
いて、毎月ロード
マップを検証するこ
とで、取組の見直し
が行われている。

「自分の担当分掌について、毎月ロードマップを検証し、適切
な取組となるよう見直しを行った」と肯定的に回答する教師の
割合が
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満

【努力指標】 【教師アンケート　】

業務の平準化やﾜｰｸﾗｲ
ﾌﾊﾞﾗﾝｽ意識の向上に
努めると共に協力・
協働による効率的な
業務遂行を図る。

「学校運営において、業務の平準化やﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽを意識し、
業務改善に努めた」と回答する教師の割合が
Ａ：90％以上　Ｂ：80％以上
Ｃ：70％以上　Ｄ：70％未満

【努力指標】 【教師アンケート・児童アンケート】

児童が「わかる」
「できる」授業をつ
くることができてい
る。

【教師】「児童が適用題を解けるよう指導を工夫している。」
と肯定的に回答する教師の割合が
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満
【児童】「本時のたしかめ問題を自分の力で解くことができ
た。」と肯定的に回答する児童の割合が
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満

【努力指標】 【教師アンケート】

ICTをねらい達成に向
けて活用した授業構
想を立て、実践を進
めるように努めてい
る。

【教師】「ねらい達成に向けてICTを使った授業を行ってい
る」と肯定的に回答する教師の割合が
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満

【成果指標】 【各種教育データ】

単元末テストの平均
（知識及び技能）で
（低学年）85点以上
（高学年）80点以上
達成した児童の割合
が８割以上を目指
す。

単元末テスト（知識及び技能）で
低学年８５点、高学年８０点以上達成した児童の割合が、
Ａ：８０％以上　Ｂ：７０％以上
Ｃ：６０％以上　Ｄ：６０％未満

【成果指標】 【各種教育データ】

各学年のおすすめ10
冊を1年間で読むこと
ができる。

「おすすめ10冊」のチェックカードを前期、後期に集め、検証
する。（達成率）
前期…５冊以上
後期…１０冊以上達成した児童の割合が、
それぞれ
Ａ：８０％以上　Ｂ：７０％以上　
Ｃ：６０％以上　Ｄ：６０％未満

1年28人
2年0人
3年0人
4年30人
5年6人
6年14人
４１．
６％
D

項目

1

組
織
的
な
学
校
運
営

【ロードマップの活用】
学校力向上ロードマップを
活用し、組織的・計画的に
運用する。

竹
田

【教師】
85.7%

A

・昨年度100％から85.7％となり、B評価やC評価
の「どちらかというとできなかった」と答える
教職員の割合が多かった。新任の教職員が多
く、担当分掌を見通しをもって行うことが難し
かったと考えられる。
・コロナ以前の取組も復活し、取組ごとの見直
し・検討にも時間を要したことも計画的な運用
につなげられなかった取組もあった。

・ロードマップを確認し、夏休みでの三部会・
主任会議を組織的・計画的に進め、２学期の取
組を充実したものとする。１０月に中間チェッ
クする。
・各主任を中心に各部の取組をやり切るため
に、教務から各主任への声かけはもちろん、各
部間の連携をコーディネートしていく。各担当
が取り組み後にすぐにふり返りを行い、来年度
に向けて提案文書の訂正をしておく。

残業時間の
削減が結果
に表れてき
ているのは
よい。

【教師】
８４．６％

A

【成果】
・各主任を中心に、ロードマップをもとに計画的に進めること
ができた。取組の成果や課題を来年度に向けて修正することが
できた。
【課題】
・三部会や主任会議で十分に話し合う時間をもう少し確保する
ため、日課等の工夫をしていく。

特になし
【業務改善】
多忙化改善に向けた取組や
意識改革を推進すると共に
協力・協働による有効な
（効率的な）業務遂行を図
る。 教

頭

【教師】
100％

A

・職員朝礼の廃止、職員終礼は週１回としたこ
とで、参集する時間を削減することができた。
教員チャットルームによる、日常的で迅速な情
報共有に努めているが活用の意識には職員間で
差が見られる。
・ＳＳＳの積極的活用により事務的作業の軽減
が図られている。教員個々の業務改善ワークラ
イフバランスに対する意識は高く、見通しを
持った効率的な業務遂行が図られている。
・業務の平準化に対する意識も高いが、学校規
模に関わらず存在する業務数を少ない職員数で
均すことには限界があり、改善には難しさがあ
る。

・100％のうちＢ回答64％の割合がＡ回答にシフ
トするよう、個々が日々のどんな業務をどの程
度省力化できたのか認識（見える化）できるよ
うにする。まずは、ＳＳＳの１週間の勤務時間
をスプレッドシートで共有し、職員によって偏
りなく、さらに効率的な業務依頼を実現するこ
とで多忙感軽減に努める。
・様々な会への参加メンバーの精選に努める。
・各種取組に見通しをもって進められるよう、
計画段階から実践までの手順を残すようにす
る。

【教師】
９２．３％

A

【成果】
・今年度は、異動者も多かったため各分掌努めて反省と申し送
りを残してきている。計画段階からの段取りについては、引き
継ぎ資料だけでなく日常的なコミュニケーションを図る時間的
余裕を確保していくことが大事。
・様々な会への出席の偏りは改善傾向にある。次年度も計画的
に会を運営していく必要がある。

【課題】
・削減ありきではなく、教育活動の本質を捉えた業務改善が図
られるよう共通理解を深めて行く必要がある。
・ＣＢ貸与がない職員との共有を考え、以前の大型ディスプレ
イ再活用を試みたが断念した。

【授業力の向上】
児童が「わかる」「でき
る」授業をつくる。

永
吉

【教師】
100％

A

【児童】
91.7％

A

適用題までを視野に入れた授業構想を立てるこ
とで、必然的に本時のゴールを意識した授業と
なり、指導の工夫につながった。
適用題を視野に入れた授業のため、自分の力で
適用題が解ける児童が多かった。

前期の取り組みを継続し、適用題までを含めた
授業づくりを実践していく。
適用題の丸つけは、①教師が行なう、②終わっ
た児童がミニ先生になって行う、③端末を活用
する等の方法を試しながら、より短時間で的確
に見取りができる方法を模索していく。

【教師】
１００％

A

【児童】
８５．３％

A

【成果】
・適用題までを含めた授業づくりを実践してきたことで、低中
学年の児童アンケート結果は向上した。ただし、高学年の数値
が大きく下がったため、全体のアンケート結果数値は下がっ
た。実際に該当学年の児童に聞き取りをすると、内容が前期時
点より難しくなってきているとのことだった。一人で問題を解
くことが難しいとのことだった。
【課題】
・今後は児童主体の授業を目指して児童のアウトプットを重視
し、より一層「わかる・できる」授業を目指したい。

【GIGAスクールの推進】
ICTを効果的に活用した授
業構想を立て、実践を進め
る。

永
吉
・
稲
井

【教師】
84.6％

A

クロームブックを1日〇回使うという目標から
「ねらいを達成するためのICT活用」という目標
に変えたことで、教師の意識は「とにかく使
う」から「ねらい達成」にうまく変えることが
できた。
ねらい達成のための活用頻度が更に高まるとよ
い。

小松教育事務所の『GIGA NAVI』や能美市の
『withクロムスタイル帳』の実践例を参考にし
て、ねらい達成のためのICT活用を進める。
ICTサポーターによる端末活用の研修会を行い、
個別最適化・協働的な学びに繋げられそうな活
用方法を検討していく。

【教師】
１００％

A

【成果】
・オクリンクを使った学び合いが浸透してきており、どの学年
でもねらいを達成するためのICT活用が進んできている。
【課題】
教材研究の中で校外の実践を取り入れることがなかなかできな
かったため、今後は他校の実践も参考にしていきたい。

【学力の向上①】
AIドリルや帯タイムを活用
して基礎学力の定着、習熟
を図る。

竹
田

【国語】
60.4％

C

【算数】
74.7％

B

・低学年で達成した児童の割合は国語５６．
２％、算数６６％、高学年は国語６３．２％、
算数８０．５％であった。
・国語は、２年以上のすべての学年で達成率が
７０％未満であった。漢字の書き取りやことば
の使い方、意味理解につまずきがあると考えら
れる。
・算数は、今年度より全校共通のワークで定
着・習熟の徹底と見取りを行ったが、高学年を
中心に少しではあるが伸びが見られた。

・学力向上プランに基づいた指導の徹底を行
い、個別支援を要する児童への支援体制を整え
る。（支援員の配置、帯タイムでの級外支援、
支援会議や通級との連携などによる組織的支
援）
・漢字の書き取りや言葉の学習については、ド
リルパークとナビマ（AIドリル）を使い分けて
字形をしっかりとらえたり、ことばの使い方や
意味理解を復習したりし、定着を図る。同時に
教師はタイムリーに習熟度を把握し、指導改
善・個別支援に努める。

【国語】
７２．３％

Ｂ

【算数】
８４．５％

A

【成果】
・国語について、昼帯タイムで文章読み取りドリルに取り組
み、自分で読み取るための「線引き」、デジタル黒板を活用し
た教師の解説が成果につながったと考えられる。今後も根拠と
なる文に線を引くことができるよう、継続的に指導していく。
・算数について、支援員による個別支援、毎時間の適用題によ
る見取りや個別指導の徹底を図ったことが結果につながってい
る。
【課題】
・児童がそれぞれに目標をもち、それに向かって主体的に学習
に取り組む姿勢を育むことが課題である。児童自ら進んで学ぶ
ことができるよう、AIドリル等を一層活用し、児童主体の授業
づくりと併せて指導していく。

【学力の向上②】
読書活動を充実させ、読書
の質の向上を図る。

稲
井

・５冊達成できた児童の割合が学年によってば
らつきがでた。休み時間に利用できる枠が増え
たことと、朝読書でおすすめの本を読むと決め
たことで、昨年同時期より５冊達成者の割合が
増えた。（昨年度３２％）

・教職員への取組の周知を図り、「おすすめの
本」の利用の進捗状況を伝え、声かけをする。
・おすすめの本１０冊達成者を集会で名前を呼
び表彰することで、達成できるよう意欲をもた
せる。集会では必ずおすすめの本や読書の良さ
を伝えていく。（２学期２回、３学期２回）
・季節のイベントにおすすめの本を絡めたりす
る。

１年３１人
２年６人

３年２６人
４年３１人
５年７人

６年１８人
や１　３人
や２　２人
や３　１人
【児童】
７３％

B

【成果】
・おすすめの本を読むように声をかけることで、その学年に見
合った本を手に取り、読書の幅や質を高めることができた。
・集会で表彰したことで、達成できるように意識する児童がい
た。
・委員会のイベントにおすすめの本を絡めたことで、低学年を
中心に進んでおすすめの本を借りていた。
【課題】
・教職員への取り組みの周知を図ったが、意識の差はうめられ
なかった。

2

確
か
な
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力
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育
成

児童の学習
支援等、Ｃ
Ｓとして、
平日に手伝
えることが
あれば声を
かけてもら
えるとよ
い。
自分の判断
で、よりよ
く豊かな生
活のために
ＩＣＴを使
える子供を
育ててほし
い。

・一人一台端末
を生かして子ど
もの表現力・発
信力を高めてほ
しい。
（プレゼン力・
ディスカッショ
ン力）
中学へ行っても
自信をもって発
信できる子に
なってほしい。

・読書につい
て、表彰が意欲
につながってい
る。他の取組で
も活用していっ
てほしい。
・図書ボラン
ティアが十分で
ない場合は、今
後CSの中からも
協力できるとよ
い。
・メディア中心
の中で、読書推
進の難しさは理
解できる。

・地域の人も学
びに関われる機
会がもっと増え
るとよいのでは
ないか。



【成果指標】 【教師アンケート・児童アンケート】

児童が児童会活動に
積極的に参加し、児
童会目標を達成しよ
うとしている。（児
童会活動とは、各行
事、委員会の取組、
たてわり活動など）

【教師アンケート】
「児童が主体的に取り組めるように働きかけた。」と肯定的に
回答する教師の割合が、　　　　　　　　　　　　　　　　
Ａ：90％以上　Ｂ：80％以上
Ｃ：70％以上　Ｄ：70％未満　　　　　　　　
【児童アンケート】１～４年「児童会活動の取組に前向きにさ
んかできた。」５・６年「学校をよりよくするために進んで児
童会活動に取り組むことができた。」との肯定的な回答する児
童の割合が、　　　　　　　　　　　　　　　
Ａ：90％以上　Ｂ：80％以上
Ｃ：70％以上　Ｄ：70％未満

【満足度指数】 【教師アンケート・児童アンケート】

児童が道徳の授業で
学んだことを生活に
結び付けたり生かし
たりしようとしてい
る。

【教師アンケート】
「授業の終末に自分ごととしてとらえさせる時間をとることが
できた」とする教師の割合が
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満
【児童アンケート】「道徳の授業の中で自分ごととして考える
ことができた」と肯定的な回答する児童の割合が
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満

【努力指標】 【教師アンケート】

情報交換を密にし、
担任や各主任が連
携・協働し、諸課題
の早期解決・未然防
止に努める。

「情報交換を密にするため、校内支援会議を学期に２回設け、
諸課題の早期解決・未然防止に努めている」と肯定的に回答し
た教師が、
Ａ：９０％　Ｂ：８０％
Ｃ：７０％　Ｄ：７０％以下

【成果指標】 【各種教育データ】

３年以上の４クラス
で「上体起こし」と
「長座体前屈」の記
録を６月に計測し、
それよりも１２月に
は、
「上体起こし」で２
回以上、
「長座体前屈」で３
cm以上
記録をのばす。

【体力テスト①②の結果】
３年以上の４クラスで「上体起こし」と「長座体前屈」の記録
を６月に計測し、
それよりも１２月には、
「上体起こし」で２回以上、
「長座体前屈」で３cm以上
記録をのばすことができたのは３学年中，
Ａ：４学年が達成　　Ｂ：３学年が達成
Ｃ：２学年が達成　　Ｄ：１学年が達成

【成果指標】 【生活アンケート・保護者アンケート】

メディア利用の約束
を守り、早寝早起き
と睡眠の大切さを理
解している。

【生活アンケート】
「メディア利用の約束を守り、早寝早起きができている」と回
答している児童の割合が　　　　　
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満　　　　　　　
【保護者アンケート】
8時間以上の睡眠時間(低：9時間、高：8時間)を週に4日以上と
ることを心がけていると回答する保護者の割合が　　　　　　　
Ａ：90％以上　Ｂ：80％以上
Ｃ：70％以上　Ｄ：70％未満

【努力指標】 【教師アンケート・児童アンケート】

地域教材等地域の特
色を生かしたふるさ
と教育の推進に努め
る。

【教師アンケート】「地域教材等地域の特色を生かした教育活
動を行った」と回答する教師の割合が
Ａ：100％以上　Ｂ：90％以上
Ｃ：80％以上　Ｄ：80％未満
【児童アンケート】「生活科・総合や地域の方との学習を通し
てふるさとが好きだ」と回答する児童の割合が
Ａ：90％以上　Ｂ：80％以上
Ｃ：70％以上　Ｄ：70％未満

【教師】
100％

A
【児童】
91.7％

A

【　努力指標　】 【児童アンケート・保護者アンケート】

児童が相手意識を
持って挨拶をしよう
としている。

【児童アンケート】「学校で「おはようございます、こんにち
は、さようならなど」のあいさつを自分からすることができ
る。」と肯定的に回答する児童の割合が
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満            　　 
【保護者アンケート】「子どもは地域や家庭であいさつをして
いる。」と肯定的に回答する保護者の割合が
Ａ：80％以上　Ｂ：70％以上
Ｃ：60％以上　Ｄ：60％未満　

3

豊
か
な
心
の
育
成

【児童会活動の充実】
児童主体の児童会活動を通
して、主体的実践的な態度
を育成する。

清
川
・
深
田

【教師】
100％

A

【児童】
90.5％

A

・児童アンケートの結果、学校全体では９０．
５％とＡ評価7であったが内訳をみると、５，６
年生が８８．７％、１～４年生が９２．４％と
実質活動している高学年の肯定的な回答をして
いる児童の割合が予想より少ないと感じた。委
員会活動の内容としたら昨年度と比べても充実
しているように感じるので、アンケートを実施
する際に、児童が活動を振り返ったり実績を感
じてアンケートに答えられるような手立てが必
要である。

・前期委員会の任期は９月末の運動会後までと
なる。運動会を通して、各委員会活動の活動内
容も児童主体の充実したものにするために、各
担当の工夫や声掛けが必要である。
・行事や各委員会の季節に応じた取組を通し
て、１～４年生にも行事や委員会の仕事内容を
知れる機会を設ける。各委員会の取組に個人的
に、またはクラスとして参加できる機会を設け
て、頑張れたことを感じられる取組とする。そ
うすることで、全校児童（高学年も含めて）の
自己肯定感の向上や達成感・成就感につながる
と考える。

いじめや不
登校傾向児
童対応アイ
デアの一つ
として、
ロールプレ
イを見て自
分たちで考
え、議論さ
せている取
組をメディ
アで見たこ
とがある。
子供たち
が、ほめて
もらえる機
会を増やす
とよい、

【教師】
１００％

A

【児童】
９１．７％

A

【成果】
・積極的に委員会活動に取り組んだという割合がアップしたこ
とから、自分たちのできそうなことや委員会独自の企画運営な
どで工夫して頑張ったという実感を多くの子が感じられたこと
がわかる。
【課題】
・自分たちの取り組みがみんなの役に立っているという思いに
は繋がらないのは、達成感や成就感があまり感じられなかった
ので、何らかの方策が必要である。
・児童会の活動では、企画・発案の段階から児童自らの気付き
やアイディアから活動できるように教師側がサポートできるよ
うに働きかけることがよい。

・最終的には子
供がどう変わっ
たかが大事であ
る。今後も子ど
もたちの自立に
つながる働きか
けを継続してほ
しい。

【道徳授業の工夫】
道徳の指導法を工夫し、考
えを聴き合い伝え合う授業
づくりを行い、道徳的実践
意欲を高める。 深

田

【教師】
100％

A
【児童】
91.0％

A

・アンケートの結果から教師は授業で生活に結
び付けることができるように指導するように心
がけており、またほとんどの児童も毎回の道徳
の授業が自分のこととしてとらえて考えている
ことがうかがえる。終末の振り返りの際、教師
側で自分のこととしてとらえる視点を与えた
り、資料が自分事として捉えにくいものでも授
業の展開の中でより考えさせることのできる工
夫がされていると思われる。

・夏休み中に研修会を開き、より児童が多角
的・多面的に考えることができるようにICTを効
果的に使った道徳の授業を紹介し、２学期の授
業につなげたい。
・今後も引き続き自分事として捉えられるよう
に、４月の提案を再確認し、道徳的実践意欲の
高まりにつながる。

[教師]
１００％

A
[児童]

８９．６％
A

【成果】　　　　　　　　
・高学年は自分の思いをクロムなどで表現する機会を多く設定
したことで、自己を振り返りしっかりと自分のこととして捉え
ることができた。　
【課題】　
・低学年は資料の中の話としてとらえがちであるため、終末な
どで、再度自分のこととして、考えさせる場と時間をもっと設
定すると良かった。年度当初に模範授業をする。

【校内支援体制の充実】
不登校等の未然防止のため
の校内支援体制や教育相
談、児童理解の会を充実さ
せ、専門組織との連携に努
める。

清
川
・
中
野

【教師】
100％

A

・校内支援会議を１学期に2回（夏季休業中に1
回を含む）実施し、児童の困り感を把握した
り、担任だけが抱え込むのではなく、チーム学
校として対応できるような支援体制を図った。
・職員会議の後に、「児童理解の会」を設けて
児童の様子や支援の必要性等の共通理解を図っ
た。
・学期はじめ（スタートからの3日間）に担任が
気付いた児童の様子を一覧にまとめ、情報を共
有した。
・ＧＷ前に長欠児童を中心に児童の様子に注視
することを職員に促した。
・上記の4つの取組から校内支援体制を充実させ
てきた。

・不登校児童、不登校になりうるような可能性
がある児童に対して、情報の共有と手立てを考
察できる機会を柔軟に設けていきたい。
・教育相談担当が中心になってＳＣとの連携を
図り、児童の様子を把握したり児童に合ったア
プローチの仕方を検討し、児童理解につなげた
り支援体制を図ったりする。夏季休業中にＳＣ
を講師としてお招きし、不登校等への対応につ
いて知識を深める機会を設ける。
・学習の理解度と不登校との関係性について、
職員の理解を深める。授業において「生徒指導
の4つの視点」を意識して授業を行い、児童の学
習における困り感などを減らしたい。

【教師】
１００％

A

【成果】
・欠席、遅刻が続く児童の共有を行いSCとつなげることができ
た。
・夏季休業中にSCを講師とした不登校対応について考える研修
を行い、夏休み明けの言葉かけや対応の工夫に生かすことがで
きた。
・「魅力ある学校づくり」の観点から生徒指導の４つの視点を
職員室内に掲示し、授業改善を図るとともに児童理解に生かす
ことができた。
【課題】
・相談室をハード・ソフト面で改善し、ニーズに応じた運営を
していきたい。
・スケジュール管理を明確な形にし、SCとの連携を充実させて
いきたい。
・「生徒指導の４つの視点」を学校研究の全体構造図に位置づ
け、授業改善に努める。

4

健
や
か
な
身
体
の
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【体力向上の工夫】
体力アップ1校1プランの取
組等を推進し、体力の向上
を図る。

北
川 実践中

【上体起こし（６月結果）】３男１６．５　３
女１２．５　４男１６．４　４女１６．２　５
男２１．１　５女１７．３　６男２１．１　６
女１８．０
【長座体前屈（６月結果）】３男３３．１　３
女３４．５　４男３１．０　４女３２．３　５
男３３．７　５女３３．９　６男４４．６　６
女４２．３

・２学期の体育の中で、上体起こし・長座体前
屈の記録の伸びにつながる柔軟体操、ペアでの
体力作りの取り組みを行う。・夏休み中に職員
で有効な柔軟体操やペアでの体力づくりについ
ての研修を行う。
結果として、3年生は、長座体前屈が１．５ｃ
ｍ、上体起こしが2.3回の伸び。4年生は、長座
体前屈が２．０ｃｍ、上体起こしが2回の伸び。
5年生は、長座体前屈が１ｃｍ、上体起こしが
2.7回の伸び。6年生は、長座体前屈が３ｃｍ、
上体起こしが0.3回の伸び。項目の8つのうち８
つとも記録が伸びた。ただし、目標値をクリア
したのは４つだった。

思ったよう
に体が動か
せること
で、運動量
も増え、体
力も上がっ
てくると考
える。体育
の授業で、
動きのベー
スとなる運
動を継続し
て行うとよ
いのではな
いか。

上体起こし
B

長座体前屈
D

総合：C

【成果】
・上体起こしは筋力をつける取り組みをすればするほど、特に
回数が少ない子ほど、結果は出るのだと言える。すべての目標
には達しなかったが、取り組み自体は間違いではなかったと考
える。　
【課題】
・寒い季節に計測したことで長座体前屈の伸びが少なかったと
言える。また、長座体前屈は年齢が上がる事で大きく記録が伸
びる種目ではないのだと感じた。今後も、ストレッチなど柔軟
性を身に付ける取り組みの工夫が必要である。 ・体力向上につ

いて、計測前の
アップも重要で
ある。

・子どもと保護
者の評価にずれ
があり、なかな
か難しいとは思
うが、基本的生
活習慣は大切な
ので、もう少し
踏み込んで呼び
かけるとよいの
ではないか。

【生活習慣の確立】
「早寝早起き」の習慣化や
メディア利用の約束を行
い、基本的な生活習慣を確
立することで、心身の健康
の保持増進を図る。

北
川
・
木
戸
口

【児童】
B

71.7％

【保護
者】
B

89.9％

早起き（６時半まで）ができている児童は６
７％、早寝（１・２年９時、３・４年９時半、
５・６年１０時まで）ができている児童は７
２％であった。メディア利用の約束は、決まっ
ている家庭が７３％、そのうち守れている児童
は７６％であった。しかし、メディア利用の約
束が決まっていない児童や、決まっていて守れ
ていると答えた児童の中にも、メディア利用時
間が長い児童が多く、家庭によってルールの内
容にも差があると考えられる。育友会生活委員
会で保護者に話を聞いた際は、「家庭ではゆっ
くりさせてあげたい気持ちがあり、就寝時刻が
遅くなる」「メディア利用については制限をし
ていない」との声もあった。

・夏休み中は生活リズムが乱れていることが考
えられるため、登校日から「生活リズム見直し
シート」の取組を行い、２学期をスムーズにス
タートさせられるようにする。
・学校保健委員会前に、児童・保護者に生活ア
ンケートを行い、それぞれの生活習慣に対する
考え方や、困り感などを把握する。
・11月の学校保健委員会で「睡眠」をテーマに
取り上げ、メディア利用と睡眠の相互関係につ
いて児童・保護者に啓発する。
・学校保健委員会後に、生活習慣チェックを行
い、家庭で生活習慣改善に向けて取り組む。

【児童】
６２．８％

C

【保護者】
９０．１％

A

【成果】
・11月の学校保健委員会で「よいねむり」について啓発し、12
月の生活習慣見直しシートで「よいねむり」のための取組を実
践した結果、寝つきが悪いと答えた児童が10月19.8％から1月
13.0％に減少した。
【課題】
・早起き（6時半まで）ができている児童は65％、早寝（1・2年
９時、3・4年9時半、5・6年10時まで）ができている児童は61％
であった。早寝では、2年生で20ポイント、4年生で26ポイント
低くなっているが、目標時刻を学年で区切っていることも影響
していると考えられる。
・生活習慣見直しシートの取組では、元々規則正しい生活を
送っている児童は意欲的だが、生活習慣の乱れている児童はな
かなか意欲的に取り組むことができていないようだった。それ
ぞれの家庭の事情で生活習慣を変えることはなかなか難しいと
考えられるが、今後も早寝早起きの重要性や望ましいメディア
利用の方法について啓発していきたい。

5

家
庭
・
地
域
と
の
連
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【ふるさと教育の推進】
ふるさとのことを知り、ふ
るさと愛を育む、ふるさと
教育を推進する。

教
頭

・各学年において、地域の自然、人材、特産
物、施設等を生かした生活科、総合的な学習の
時間が展開されている。また、前期は高学年に
おいて、地域の方々を講師として、虚空蔵太鼓
等の地域の文化・自然に親しむ「ふれあい活
動」を実施した。自然観察クラブ、防災クラブ
等においても地域人材を講師に、地域の自然や
生き物に親しむ活動が充実できている。見守り
隊は全家庭の所属により、通学時の和気町交差
点の見守り当番が実現している。

・活動内容の見直しや新たな講師の人材発掘な
ど、今後も持続可能な活動になるよう準備を進
めていく必要がある。
・夏休み中に校区バスツアーを実施し、校区に
ある学びのリソースを研修することで職員の校
区への理解を高める。
・今後も関わってくださった方々に子供たちの
学びの実感や感謝の気持ちを丁寧にフィード
バックしていく。

見守り隊を
していて、
小学校を卒
業しても毎
朝挨拶をし
てくれる。
集団登校の
姿から、高
学年にリー
ダーとして
の責任感が
育ってきて
いることが
伝わってく
る。

【教師】
１００％

A
【児童】

９４．９％
A

【成果】
・後期においても児童・教師ともに高いA回答を示した。生活
科・総合的な学習だけでなく、地域の人、もの、ことを最大限
に生かした教育活動を年間を通じて実施してきた成果と言え
る。職員の地域理解を深める機会を設定したことも効果が高
かったと考えられる。
【課題】　今後に向けて、継続的に地域人材リストの充実を図
ること。折に触れて、学校が求める人材を発信し、協力の輪が
広がるようにしたい。

・自身が見守り
当番の日は、わ
が子の登校の様
子を楽しみにし
ている保護者も
いる。また、子
供もそれを楽し
みにしている様
子である。

【あいさつができる子の育
成】
気持ちよい挨拶ができる子
を育てる。

清
川

【児童】
93.1％

A
【保護
者】

93.9％
A

・児童、保護者アンケートの結果からどちらも
Ａ評価となった。前期の評価と比較すると１～
４年生の結果が前期より２．７ポイント下降
し、９３．１％であった。全体では９３．１％
の結果であった。運営委員会が校内職員や地域
の方に挨拶についてのインタビューをし、その
様子を全校でみて、挨拶についての意味合いを
知るとともに、相手意識をもつことができたと
感じる。

・挨拶をする意味合い、相手意識は児童会
・挨拶をされて相手はどんな気持ちになるの
か、友達や先生、地域の方たちにインタビュー
をして挨拶をされたときの気持ちを知れる機会
を設けて、児童の自発的な挨拶が身に付くよう
にしたい。

【児童】
９３．１％

A

【保護者】
９３．７％

A

【成果】
　校内の職員や地域の方に児童会がインタビューすることで、
児童主体の取り組みから挨拶について自分事として考えられる
機会となった。また、取組後の児童アンケートではA評価の割合
が高く、取組が児童に大きな影響を与えたと思う。
【課題】
　取組後、挨拶する意味合いを知ることはできたと感じるが、
自発的な挨拶を身につけるために、継続的に挨拶を意識する機
会を設ける必要がある。


